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私
は
団
塊
世
代
の
真
っ
只
中
で
生
ま
れ
、

戦
後
復
興
の
空
気
を
感
じ
育
ち
所
得
倍
増

計
画
の
さ
な
か
建
設
会
社
に
就
職
し
日
本

列
島
改
造
、
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
バ

ブ
ル
そ
し
て
そ
の
崩
壊
、
近
年
で
は
１
０
０

年
に
一
度
の
経
済
不
況
と
荒
波
を
体
験

し
た
。

団
塊
世
代
の
人
々
の
多
く
は
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
芯
が
強
く
筋
金
入
り
で
あ

る
。
こ
ん
な
私
だ
か
ら
言
え
る
が
、
１
０
０

年
に
一
度
の
不
況
な
ど
怖
く
は
な
い
、

し
か
し
、
侮
ら
な
い
、
そ
れ
は
直
感
的
で

は
あ
る
が
今
ま
で
と
は
何
か
か
が
違
う
、

そ
れ
は
、
循
環
型
の
不
況
で
は
な
く
構
造

的
な
不
況
の
せ
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

今
ま
で
は
時
が
解
決
し
て
く
れ
た
、
し
か

し
、
今
回
の
不
況
は
時
は
解
決
の
手
段
で

は
な
く
、
経
済
・
社
会
構
造
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
・
社
会
構
造
を
変

え
る
こ
と
は
凡
人
に
は
出
来
な
い
が
、
そ

の
最
小
単
位
で
あ
る
自
分
を
チ
ェ
ン
ジ
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
広
が

り
が
家
庭
・
会
社
・
社
会
を
チ
ェ
ン
ジ
す

る
。
何
事
も
難
し
く
考
え
ず
単
純
に
考
え

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
最
大
の
思
索
で

あ
る
と
考
え
る
。

今
年
の
５
月
に
ヒ
ダ
株
式
会
社
に
入
社

し
て
驚
い
た
。
今
年
は
創
業
１
４
２
周
年
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を
迎
え
る
。
慶
応
３
年
の
１
８
６
７
年
の

創
業
で
あ
る
。
ヒ
ダ
株
式
会
社
は
よ
り
多

く
の
荒
波
を
越
え
て
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
蓄
積

さ
れ
今
日
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
況
な

ど
に
免
疫
力
・
抵
抗
力
の
あ
る
会
社
で
あ

る
と
い
え
る
。
当
然
に
、
安
穏
と
し
て
い

る
個
人
・
会
社
は
淘
汰
さ
れ
る
が
、
今
回

の
不
況
に
驚
か
ず
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る

必
要
が
あ
り
企
業
と
し
て
の
た
く
ま
し
さ

が
試
さ
れ
る
。
常
識
は
与
え
ら
れ
た
社
会

の
秩
序
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
閉
塞
的
に

作
り
上
げ
た
掟
で
あ
る
か
ら
、
今
ま
で
の

常
識
を
乗
り
越
え
よ
り
大
き
な
常
識
を
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

私
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
何
も
か
も

欧
米
化
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
。
実

態
の
な
い
空
虚
な
無
味
乾
燥
し
た
金
銭
だ

け
の
経
済
構
造
に
疑
問
を
呈
す
る
。
日
本

人
に
は
新
渡
戸
稲
造
の
「
武
士
道
」、
藤
原

正
彦
の
「
国
家
の
品
格
」
に
共
通
す
る
よ
う

な
「
情
緒
」
が
あ
り
、
こ
の
人
間
の
結
び
つ

き
を
大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
が
働
く
喜
び
を
感
じ
実
体
あ
る
経

済
構
造
に
変
え
る
糧
で
あ
る
と
信
じ
る
。

我
々
の
営
業
展
開
も
同
様
で
あ
り
、
双

方
に
働
く
喜
び
を
感
じ
合
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
社
会
の
最
少
単
位
は
「
ひ
と
」
で

あ
り
、
人
と
人
の
絆
が
点
を
線
に
更
に
立

体
的
な
空
間
を
造
り
上
げ
社
会
の
営
み
が

あ
る
。
そ
の
中
で
商
業
活
動
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
常
に
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
こ
そ
が
、
営
業
展
開
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

今
後
の
営
業
展
開
に
お
け
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

ヒダ株式会社
営業副本部長
執行役員

井上　和美

■マスターズボウリング大会の選手たち
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■静岡工場試験室

■赤木恭平全日本ボウリング協会会長、肥田社長、
森喜朗日本体育協会会長

■森喜朗元首相と大林素子さん

現
在
静
岡
工
場
で
は
、
渡
辺
統
括
工

場
長
（
品
質
管
理
責
任
者
）
指
導
の
下
、

川
端
、
熊
谷
、
鈴
木
の
３
名
に
て
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
室
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ａ
　
５
３
０
８
）と
言
う
規

格
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
規
格
に
適
合
し

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
製
造
す
る
為
に
工

場
に
て
、
原
材
料
（
細
骨
材
・
粗
骨

材
・
セ
メ
ン
ト
・
化
学
混
和
剤
）な
ど
の

受
入
検
査
、
製
造
設
備
の
点
検
・
検

査
・
試
験
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工
程

及
び
製
品
検
査
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
納

入
に
先
立
ち
配
合
計
画
書
の
作
成
な
ど

一
日
を
通
し
て
多
忙
な
業
務
を
抱
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
３
月
20
日
付
で

Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ

５
３
０
８

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
改
正
内
容
は
社
内
報
No.
16
号

に
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
改

正
に
伴
う
社
内
規
格
の
改
訂
、
各
配
合

の
見
直
し
、
設
備
関
係
（
出
荷
装
置
）の

変
更
な
ど
の
対
応
に
も
追
わ
れ
て
い
る

毎
日
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
管
理
以
外
に
も
、
規
格
外

の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
特
殊
配
合
）の
製

造
・
出
荷
の
際
に
は
出
荷
に
先
立
ち
配

合
決
定
の
為
の
試
験
練
り
（
第
二
東

名
・
国
土
交
通
省
・
中
部
電
力
・
民
間

建
築
　
関
係
）、
生
コ
ン
納
入
先
に
出

向
き
受
入
検
査
の
代
行
業
務
（
現
場
試

験
）、
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
外
の
管
理
で
は
あ
り
ま
す
が
、
受

入
側
が
要
求
す
る
内
容
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

管
理
と
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の

項
目
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
耐
震
偽
造
や
、
書
類
の

偽
造
、
溶
融
ス
ラ
グ
混
入
な
ど
と
い
っ

た
問
題
が
世
間
で
話
題
に
な
り
、
生
コ

ン
の
品
質
に
対
す
る
要
求
が
よ
り
一
層

厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
良

い
品
質
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
各
ユ
ー

ザ
ー
に
提
供
で
き
る
様
に
技
術
力
を
高

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大東コンクリートヒダ興業㈱
試験課長
川端　俊介

職
場
便
り
〜

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱

静
岡
工
場
試
験
室

モ
バ
イ
ル
通
信
情
報

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
は
、先
日
の

地
震
の
よ
う
な
災
害
時
に
活
用
で
き
る

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」・
「
ｉ
モ
ー
ド
災
害
用

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

●「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」と
は
緊
急
地
震
速
報

や
災
害
・
避
難
情
報
を
受
信
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
対
応
機
種
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

月
額
使
用
料
、
通
信
料
は
無
料
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
８
月
11
日

に
発
生
し
た
地
震
で
も「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
予
測
可
能
な
地

震
で
あ
れ
ば
、
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
て
か
ら

地
震
に
備
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

●「
ｉ
モ
ー
ド
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」

と
は
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

ｉ
モ
ー
ド
を
利
用
し
て
安
否
情
報
の
登
録

災
害
時
の
携
帯
電
話
の
活
用

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
９
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技
が
神
明
ボ
ウ
ル
で
、
平
成

21
年
９
月
19
日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
と
は
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
中
で
競
技
志
向
の
高
い

シ
ニ
ア
世
代（
35
歳
以
上
）の
シ
ン
ボ
ル
的
な

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し
て
、
第
１
回
大
会

が
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
今
回
で
９
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
全
国
の
厳
し
い

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
が
静
岡
県
下

８
市
の
35
会
場
で
13
競
技
に
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

大
会
に
先
だ
ち
９
月
18
日
に
は
神
明

ボ
ウ
ル
に
て
、中
山
律
子
プ
ロ
に
よ
る

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
が
催
さ
れ
、神
明
ボ

ウ
ル
の
会
員
の
方
を
は
じ
め
約
40
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
和
気

あ
い
あ
い
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
２
時
に
は
高
円
宮
妃
久
子
様
が

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
の
為
に

神
明
ボ
ウ
ル
に
お
着
き
に
な
り
ま
し

た
。妃
殿
下
は
お
出
迎
え
の
方
々
と
ご

挨
拶
の
後
、大
勢
の
歓
迎
の
中
を
肥
田

社
長
の
御
先
導
で
３
Ｆ
の
会
場
に
向
か

わ
れ
ま
し
た
。親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

は
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
の
中
山
律
子
さ
ん
、

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の
北
沢
豪
さ
ん
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
元
日
本
代
表
の
大

林
素
子
さ
ん
、元
プ
ロ
野
球
選
手
の
衣

笠
祥
雄
さ
ん
ら
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

ズ
シ
ン
ボ
ル
メ
ン
バ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
を
は
じ
め
、元
首
相
の
森
喜
朗
日
本

体
育
協
会
会
長
、花
森
憲
一
副
知
事
ら

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。妃
殿
下
は
終
始

笑
顔
を
浮
か
べ
、ゲ
ー
ム
を
心
底
楽
し
ま

れ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。会
場
に
は
約

１
７
０
人
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、妃
殿

下
や
参
加
者
達
の
プ
レ
ー
に
歓
声
や
拍

手
を
送
っ
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

翌
19
日
か
ら
は
30
の
都
道
府
県
か
ら
選

ば
れ
た
２
４
０
名
の
選
手
た
ち
が
参
加
し

競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。
男
女
共
、２
人

チ
ー
ム
戦
、
４
人
チ
ー
ム
戦
、
個
人
戦
と

熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

大
会
中
は
マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
競

技
の
進
行
も
ス
ム
ー
ス
で
し
た
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
方
よ
り
感
謝
の
お
言
葉
を
頂

き
従
業
員
一
同
安
堵
致
し
ま
し
た
。

高
円
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て

マ
ス
タ
ー
ズ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
模
様

芙
蓉
興
発
㈱
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
長

片
平
　
博
久
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■静岡工業高校跡地

こ
の
９
月
か
ら
記
念
す
べ
き
汚
染
土

壌
対
策
事
業
の
第
１
号
と
し
て
、「
静
岡

県
立
工
業
高
校
跡
地
汚
染
土
壌
対
策
事

業
」
が
着
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
静
岡

県
教
育
委
員
会
様
と
し
て
も
最
初
の
大

型
工
事
で
あ
り
、
実
施
に
至
る
ま
で
に

は
、
教
育
委
員
会
様
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
木
内
建
設
㈱
様
、
リ
サ
イ
ク
ル

提
携
先
で
あ
る
㈱
デ
イ
・
シ
イ
グ
ル
ー

プ
と
の
綿
密
な
打
合
せ
を
幾
度
と
な
く

重
ね
た
末
に
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

我
が
国
の
最
初
の
土
壌
汚
染
問
題
の

契
機
は
、
１
９
６
８
年
の
イ
タ
イ
イ
タ
イ

病
と
し
て
知
ら
れ
る
農
用
地
の
カ
ド
ミ

ウ
ム
汚
染
で
す
。
さ
ら
に
、
汚
染
土
壌

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
は
、

念
願
の
、
ペ
ッ
ト
自
慢
の
コ
ー
ナ
ー

が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
♪

み
な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、小
さ
い
頃
か
ら
動
物
が
大

好
き
で
、見
て
い
る
だ
け
で
心
癒
さ
れ
ま

す
。癒
し
て
く
れ
る
動
物
達
に
、私
達
も

深
い
愛
情
を
注
い
で
あ
げ
た
い
で
す
☆

ペ
ッ
ト
自
慢
第
二
回
も
行
い
た
い
の
で
、

そ
の
時
は
、ま
た
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
高
度

経
済
成
長
の
負
の
遺
産
と
も
い
う
べ
き

工
場
跡
地
か
ら
の
有
害
化
学
物
質
に
よ

る
土
壌
汚
染
が
社
会
問
題
視
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
進
行
中
の
も
の
で
は
、
東
京

ガ
ス
豊
洲
工
場
跡
地
へ
の
築
地
市
場
移

転
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
跡
地
か

ら
有
害
６
物
質
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
食

の
安
全
問
題
と
相
ま
っ
て
世
間
を
騒
が

せ
て
い
る
の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

汚
染
土
壌
の
問
題
と
し
て
、
対
策
法

の
制
定
が
遅
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。「
土
壌
汚
染
対
策
法
」
が
制
定
さ
れ

た
の
が
２
０
０
３
年
と
、「
典
型
七
公
害
」

の
中
で
一
番
最
後
で
し
た
。
ま
た
、「
土

地
は
私
有
地
だ
が
、
土
地
環
境
は
公
有

で
あ
る
」
と
い
う
、
土
壌
環
境
へ
の
当
事

者
意
識
の
低
さ
も
あ
り
ま
す
。
企
業
に

と
っ
て
は
不
動
産
価
値
を
大
幅
に
減
じ

る
経
済
的
側
面
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
、
汚
染
判
明
時
の
多
額

な
浄
化
費
用
、
浄
化
期
間
や
完
了
の
不

透
明
な
部
分
に
よ
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
や

不
動
産
売
買
計
画
変
更
の
リ
ス
ク
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
為
、
都
市
部
以
外

の
地
方
（
静
岡
を
含
め
た
）で
は
、
十
分

な
調
査
や
処
理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
土

地
を
売
買
し
た
り
、
汚
染
土
壌
に
充
分

な
対
策
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
処
理
さ
れ

る
事
例
が
大
部
分
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
事
実
、
土
壌
汚
染
に
関
わ
る
ビ

ジ
ネ
ス
も
こ
こ
静
岡
で
は
非
常
に
少
な

い
の
が
現
状
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
当
社

は
顧
客
に
対
し
て
汚
染
土
壌
へ
の
適
切

な
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
を
ご
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
土

壌
汚
染
の
「
お
そ
れ
」
の
有
無
を
評
価

す
る
調
査
、
法
令
に
基
づ
い
た
「
最
も

経
済
的
」
な
対
策
工
事
を
提
供
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
の
あ
る
ヒ

ダ
㈱
を
サ
ー
ビ
ス
窓
口
と
し
て
、
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
の
免
許
を
持
つ
ヒ
ダ

物
流
㈱
で
収
集
運
搬
、
業
務
提
携
先
で

あ
る
㈱
デ
イ
・
シ
イ
の
セ
メ
ン
ト
製
造

設
備
で
の
汚
染
土
壌
完
全
リ
サ
イ
ク
ル

（
セ
メ
ン
ト
資
源
化
）が
柱
と
な
り
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
建
設
事
業
に
お

け
る
「
動
脈
産
業
ビ
ジ
ネ
ス（
原
料
調
達

→

素
材
・
部
品
加
工→

製
品
組
立→

販
売
）」
の
強
み
を
生
か
し
、「
静
脈
産

業
ビ
ジ
ネ
ス（
回
収→

再
生
資
源→

再
生
品
製
造
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収→

供

給
）」
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
是
非

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

当
社
の
新
事
業
、汚
染
土
壌

対
策
事
業
の
第
１
号
が
着
工
！

ヒ
ダ
㈱
　
営
業
本
部

ペ
ッ
ト
自
慢

編
集
委
員
　
　
谷
迫
　
い
ず
み

や
確
認
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
災
害

発
生
時
に
は
音
声
通
話
が
繋
が
り
に
く

い
状
況
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
も
ｉ
モ
ー

ド
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ご
家
族
等

の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
１
日
と
15
日
に
は「
災
害
伝
言

板
体
験
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
で
き
ま
す
。も

し
も
の
時
の
た
め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
登
録
・

確
認
を
事
前
に
ご
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
い
説
明
は
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
静
岡

安
東
店
、モ
バ
イ
ル
プ
ラ
ザ
静
岡
駅
前

店
に
ご
来
店
い
た
だ
け
れ
ば
、ス
タ
ッ
フ

が
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
事
消
息

《
新
任
》

繁
田
　
和
典

（
６
月
１
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
取
締
役
　
管
理
本
部
長
（
兼
）

経
営
企
画
室
長

芙
蓉
興
発
㈱
　
取
締
役

《
入
社
》

大
石
　
幸
広

（
４
月
１
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

古
賀
　
貴
子

（
６
月
16
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

森
　
　
敬
太

（
６
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
沼
津
店

大
村
　
亜
季

（
７
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
丸
子
店

大
畑
　
智
義

（
９
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
丸
子
店

《
昇
格
》

佐
藤
　
祐
也

（
６
月
16
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
神
明
ホ
ー
ル
　
副
主
任

秋
山
　
芳
章

（
８
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
沼
津
店
　
副
主
任

石
原
　
　
東

（
８
月
10
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱

管
理
部
長
（
兼
）
工
場
長

榛
葉
　
　
宏

（
８
月
10
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱

製
造
部
　
次
長

村
松
　
正
之

（
８
月
10
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱

製
造
課
　
係
長

戸
塚
　
典
秀

（
８
月
10
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱

業
務
課
（
兼
）
管
理
部
　
係
長

《
退
職
》

佐
瀬
　
圭
一

（
４
月
20
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
パ
イ
ル
部

栗
田
　
宏
平

（
５
月
10
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

正
木
　
　
歩

（
６
月
10
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

佐
藤
　
理
恵

（
８
月
31
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
神
明
町
店

上
田
　
太
郎

（
８
月
31
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
神
明
町
店

山
崎
　
孝
介

（
８
月
15
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱
　
管
理

《
退
任
》

山
根
　
　
宏

（
７
月
２
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
常
務
執
行
役
員
経
営
企
画
室
長
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も
つ
か
の
間
で
す
。

あ
な
た
だ
っ
た
ら
、
次
の
１
球
を
狙
っ

て
ス
ト
ラ
イ
ク
が
来
た
ら
フ
ル
ス
イ
ン

グ
し
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
、
も
う
１
球

様
子
を
み
て
待
ち
ま
す
か
？

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
豆
知
識
、
野
球
の

名
付
け
親
は
」

歌
人
の
正
岡
子
規
は
野
球
好
き
な
少

年
で
し
た
。
そ
し
て
、
１
８
９
０
年
に
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
を「
野
球
」と
漢
字
で
書
き
ま

し
た
。
野
原
で
球
を
追
う
と
い
う
発
想

か
ら
と
本
名
が「
の
ぼ
る
」と
い
う
こ
と

で
、
は
じ
め
は「
の
ぼ
ー
る
」と
読
ん
で

い
ま
し
た
。
４
年
後
に「
や
き
ゅ
う
」と

読
む
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

〔

〕

静和工業株式会社
常務取締役
鈴木　和幸様

人
生
は
１
ス
ト
ラ
イ
ク
・

１
ボ
ー
ル

皆
さ
ん
、
こ
の
「
１
ス
ト
ラ
イ
ク
・
１

ボ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
を
野
球
で
よ
く

耳
に
し
ま
せ
ん
か
。
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
す
が
、
面
白
い

こ
と
に
バ
ッ
ト
を
１
本
持
っ
て
９
人
が
守

り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
一
人
で
戦
い

今
夏
の
第
九
十
一
回
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、私
が
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
卒

業
生
の
中
か
ら
初
め
て
甲
子
園
球
児
が

誕
生
し
ま
し
た
。

川
崎
市
は
、神
奈
川
県
の
人
口
が
九

百
万
人
の
内
、横
浜
市
三
百
六
十
七
万

人
に
次
い
で
第
二
位
の
百
四
十
万
人
の

人
口
が
住
ん
で
い
る
市
で
す
。し
か
し

そ
の
川
崎
市
の
中
で
も
私
の
住
ん
で
い

る
地
域
は
小
学
校
の
生
徒
が
川
崎
市
で

一
番
少
な
く
、一
学
年
が
一
ク
ラ
ス
で

三
十
人
程
度
の
学
校
で
す
。ス
ポ
ー
ツ

や
勉
強
の
習
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る

中
、こ
の
少
な
い
生
徒
の
中
か
ら
野
球

を
や
り
た
い
と
思
う
子
供
達
を
見
つ
け

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、毎
年
四
人
か
ら

多
く
て
七
人
程
度
の
子
供
達
が
入
部
し

て
き
ま
す
。こ
の
子
供
達
が
小
学
校
だ

け
で
な
く
中
学
校
、高
校
と
野
球
を
続

け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
の
指

導
を
し
て
い
ま
す
が
、中
々
続
け
て
い

く
こ
と
も
大
変
で
あ
り
、野
球
以
外
の

楽
し
み
を
見
つ
け
た
り
、ほ
と
ん
ど
の

子
供
達
が
中
学
校
ま
で
で
辞
め
て
し
ま

う
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、彼
は
小
学

校
の
頃
か
ら
野
球
に
対
す
る
取
り
組
み

が
真
面
目
で
上
手
に
な
り
た
い
と
思
う

気
持
ち
が
強
い
子
で
し
た
。彼
は
甲
子

園
に
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
中

学
校
を
卒
業
後
、島
根
県
の
高
校
に
入

学
し
、今
年
、学
校
と
し
て
も
念
願
の
甲

子
園
初
出
場
の
キ
ッ
プ
を
得
ま
し
た
。

私
は
甲
子
園
球
場
の
中
に
い
る
彼
の
姿

を
見
た
く
て
一
回
戦
、二
回
戦
と
試
合

当
日
の
早
朝
に
出
発
し
甲
子
園
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。試
合
前
、金
網
越
し
で
し
た

が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
、彼
は
私

に
気
付
き
ビ
ッ
ク
リ
し
た
顔
で
帽
子
を
取

り
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
前
の
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
か
ら
試
合

中
の
サ
ー
ド
で
の
守
備
、打
席
で
の
姿
を

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

従
っ
て
、
ラ
ン
ナ
ー
が
い
な
け
れ
ば
、

ま
さ
に
１
人
対
９
人
の
戦
い
で
す
。
こ

の
戦
い
の
中
で
「
１
ス
ト
ラ
イ
ク
・
１

ボ
ー
ル
」
の
場
面
に
出
く
わ
し
た
時
の

バ
ッ
タ
ー
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

普
通
、
こ
の
カ
ウ
ン
ト
は
一
見
ど
う
っ

て
こ
と
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
次

の
１
球
で
事
態
は
急
変
す
る
ん
で
す
。

ス
ト
ラ
イ
ク
が
こ
な
け
れ
ば
一
安
心
で

す
が
、
見
逃
し
て
ス
ト
ラ
イ
ク
が
き
た

ら
「
２
ス
ト
ラ
イ
ク
・
１
ボ
ー
ル
」
と
な

り
バ
ッ
タ
ー
は
窮
地
に
た
た
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
仕
事
や
私
生
活
の
話
に

な
り
ま
す
が
、「
お
客
さ
ん
の
会
社
の
近

く
に
来
た
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
顔
だ
し
て
行

こ
う
。」「
お
客
さ
ん
の
会
社
の
近
く
に

来
た
け
れ
ど
、
特
に
用
事
が
な
い
の
で

寄
ら
ず
に
帰
ろ
う
。」「
あ
さ
っ
て
使
う
材

料
だ
け
れ
ど
、
今
日
の
う
ち
に
準
備
し

て
お
く
か
な
。」「
あ
さ
っ
て
使
う
材
料
だ

か
ら
、
明
日
準
備
す
れ
ば
い
い
か
。」

翌
日
、
お
客
さ
ん
の
会
社
に
寄
る
と

「
昨
日
寄
っ
て
く
れ
れ
ば
良
か
っ
た
の

に
、
他
所
の
営
業
さ
ん
が
来
た
の
で
注

文
し
ち
ゃ
っ
た
よ
。」
と
か
「
明
日
使
う

材
料
と
言
わ
れ
て
も
今
は
在
庫
な
い
ん

で
す
よ
。」
皆
さ
ん
、
こ
ん
な
経
験
を

し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
場
面
が
「
１
ス
ト
ラ
イ
ク
・
１

ボ
ー
ル
」
で
次
の
１
球
、
様
子
を
み
て

待
っ
た
ら
ス
ト
ラ
イ
ク
が
き
て
「
２
ス

ト
ラ
イ
ク
・
１
ボ
ー
ル
」
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
例
え
で
す
。「
１
ス
ト
ラ
イ

ク
・
１
ボ
ー
ル
」
安
心
し
て
い
ら
れ
る
の

ヒダ株式会社
経理部

内藤　康裕

少
年
野
球
の
指
導
に

あ
た
っ
て

パイル 大石祐里さん
愛犬 スープちゃん

モバイル 粟田美由紀さん
愛犬 どいる君

モバイル 桜井美希さん
愛猫 ラムちゃん

モバイル 谷迫いずみ
愛犬 てんてん

モバイル 瀧浪美保さん
愛犬 マリーちゃん

モバイル 鈴木友里恵さん
愛猫 レオ君

鈴
木
常
務
様
は
39
年
前
の
甲
子
園

球
児
。
名
門
静
岡
高
校
の
キ
ャ
プ
テ

ン
で
し
た
。

モバイル　川口綾さん
愛犬　紋次郎君 パイル　岩科充彦さん

愛魚　名前ナシ
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【
ヒ
ン
ト
】

左
上
の
01
か
ら
始
ま
る
の
で
、も
う

一
つ
の
01
は
必
ず
通
り
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
に
、あ
り
え
な
い
数
字
を
外
す
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

見
て
感
動
し
、場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
彼
の

名
前
を
呼
ば
れ
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

今
後
も
第
二
の
彼
を
夢
見
て
、
基
本

の
徹
底
と
上
手
に
な
り
た
い
と
い
う
意

識
を
持
た
せ
、
小
学
生
で
す
か
ら
言
っ

た
こ
と
を
す
ぐ
に
出
来
る
わ
け
で
も
な

く
、
何
度
も
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
っ

た
り
、
や
っ
て
見
せ
た
り
の
繰
り
返
し

で
指
導
に
は
根
気
の
い
る
も
の
で
す
が
、

自
分
の
息
子
達
も
含
め
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
子
供
達
に
上
の
レ
ベ
ル
で
野
球
が

出
来
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
、

今
年
の
夏
、
一
層
強
く
思
い
ま
し
た
。

社
員
紹
介

今
回
ご
紹
介
す
る
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
静
岡

井
宮
の
森
脇
公
美
さ
ん
は
２
０
０
７
年

４
月
に
入
社
し
ま
し
た
。

入
社
当
時
は
、
モ
バ
イ
ル
プ
ラ
ザ
静

岡
駅
前
店
、
モ
バ
イ
ル
プ
ラ
ザ
静
岡
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
店
勤
務
を
経
て
、
今
年
の
４
月

よ
り
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
静
岡
井
宮
勤
務
と
な

り
ま
し
た
。

森
脇
さ
ん
の
印
象
を
ス
タ
ッ
フ
に
聞

く
と

●
☆
ギ
ャ
ル
☆

●
明
る
い
、
面
白
い
、
盛
り
上
げ
役

●
お
酒
、
カ
ラ
オ
ケ
大
好
き

●
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
セ
ン
ス
が
あ
る

●
接
客
が
親
切

●
業
務
効
率
が
い
い
、
仕
事
が
速
い

と
、い
っ
た
印
象
が
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

森
脇
さ
ん
は
、
写
真
の
通
り
見
た
目
は

今
時
の
ギ
ャ
ル
で
す
が
、
中
身
は
大
変

ヒ
ダ
㈱
モ
バ
イ
ル
通
信
部

森
脇
　
公
美
さ
ん

■私と息子達

■札幌「すみれ」のみそラーメン

■ららぽーと磐田

５
×
５
の
マ
ス
目
に
数
字
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
左
上
の
01
か
ら
始
め
て
、

右
下
の
13
で
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
に
、

01
〜
13
の
数
字
を
す
べ
て
通
る
よ
う
に

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
数
字
の
順
序
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

13
以
外
の
数
字
は
２
つ
ず
つ
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

ル
ー
ル
は
次
の
３
つ
で
す
。

１．

縦
か
横
に
進
み
、
斜
め
に
は
進
め

ま
せ
ん
。

２．

同
じ
数
字
は
１
回
し
か
通
れ
ま
せ
ん
。

３．

１
回
通
っ
た
マ
ス
目
は
、
２
度
と

通
れ
ま
せ
ん
。

ク
イ
ズ
〜
数
字
の
迷
路
〜

編
集
委
員
　
佐
津
川
　
英
世

６
月
25
日
、東
海
エ
リ
ア
初
進
出
と

な
る
大
型
商
業
施
設『
三
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
パ
ー
ク

ら
ら
ぽ
ー
と
磐
田
』が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。一
日
居
て
も
飽
き
な

い
滞
在
型
施
設
を
目
指
し
た
そ
の
館
内

は
、シ
ョ
ッ
プ
・
フ
ー
ド
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
と
あ
ら
ゆ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
を
詰
め
込
ん
だ
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ダ
㈱
ウ
ォ
ー
ル
部
も
外
壁
施
工
を

し
た
ら
ら
ぽ
ー
と
磐
田
。
そ
の
最
大
の

魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
１
７
５
店
舗
と

い
う
テ
ナ
ン
ト
の
数
で
す
。「
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
」

を
は
じ
め
と
す
る
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
か

ら
生
活
雑
貨
は
も
ち
ろ
ん
、
食
品
ス
ー

パ
ー「
パ
レ
マ
ル
シ
ェ
」や
７
０
０
席
も
あ

る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
映
画
館

「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
」
ま
で
多
彩
な
分

野
の
テ
ナ
ン
ト
が
集
結
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
遠
州

豊
田
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
隣
接
し
て
い

る
と
い
う
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
で
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
利
用
す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
出
入
り

が
で
き
ま
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」と
い
う
こ

と
で
、今
回
ら
ら
ぽ
ー
と
磐
田
に
早
速
行
っ

て
き
ま
し
た
。到
着
後
、ま
ず
は
ラ
ン
チ
に

と
１
Ｆ
に
あ
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
へ
。こ
こ
フ
ー

ド
コ
ー
ト
は
、本
場
富
士
宮
や
き
そ
ば
が

味
わ
え
る「
う
る
お
い
亭
」や
海
鮮
丼
で

有
名
な「
の
っ
け
家
」な
ど
各
種
個
性
的

な
10
店
舗
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
静
岡
初
出
店
と
な
る
札
幌

「
す
み
れ
」の
み
そ
ラ
ー
メ
ン
を
頂
き
ま

し
た
。行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
店

だ
け
あ
っ
て
非
常
に
濃
厚
で
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

食
後
、
館
内
を
見
て
回
っ
て
驚
い
た
の

が
や
は
り
そ
の
お
店
の
多
さ
、
１
７
５
店

舗
も
あ
る
だ
け
に
と
に
か
く
広
く
お
店

巡
り
だ
け
で
一
日
楽
し
め
る
ほ
ど
で
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
や
家
電
量
販
店
、

映
画
館
な
ど
も
あ
り
幅
広
い
年
齢
層
の

方
が
楽
し
め
る
施
設
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
？

ら
ら
ぽ
ー
と
磐
田
に
つ
い
て

編
集
委
員
　
瀧
　
真
奈
美
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【
解
答
】

01 

10 
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06 
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【
問
題
】

01 

08 

01 

04 

12

02 
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06 

12 

10
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10 

09 

08 

11

05 

03 

06 

09 

02

03 

07 

05 

07 

13

【
例
題
】
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【
問
題
１
】

「
一
」

「
上
」と
い
う
漢
字
の
下
辺
に
あ
り
、
」

「
下
」と
い
う
漢
字
の
上
辺
に
あ
り
ま
す
。

よ
く
見
る
と
わ
か
り
ま
す
が
、
な
ぞ
な

ぞ
の
よ
う
な
問
題
で
す
。

【
問
題
２
】

「
也
」

「
土
」、「
水
」、「
人
」、「
馬
」を
偏
に
す
る

と
、そ
れ
ぞ
れ
地
、池
、他
、馳
と
い
う
漢

字
に
な
り
ま
す
。

「
土
」が
あ
れ
ば
稲
が
育
つ
の
は「
地
」

「
水
」が
あ
れ
ば
魚
を
飼
う
の
は「
池
」

「
人
」が
い
れ
ば
自
分
で
は
な
く「
他
」

「
馬
」が
あ
れ
ば
走
り
回
る
の
は「
馳
」

ど
れ
も
見
慣
れ
た
漢
字
で
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
意
味
が
違
い
ま
す
。

【
問
題
３
】

「
豆
」

大
豆
、小
豆
、豆
腐
、納
豆
の
こ
と
で
す
。

形
を
想
像
す
る
と
、答
え
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。

当
選
者
は
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
問
題
も
同
様
に
正
解
者
の
な

か
か
ら
商
品
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。解

答
は
ヒ
ダ
㈱
総
務
部
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。正
解
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選

と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

前
回
ク
イ
ズ
の
解
答

大
宮
公
園
に
は
、そ
の
他
様
々
な
住

人
が
出
入
し
て
い
た
。「
日
の
出
パ
ン
」

と
い
う
パ
ン
屋
の
息
子
で
、異
様
な
頭

と
愛
嬌
の
あ
る
顔
が
好
ま
れ
、♪
日
の

出
の
デ
コ
ち
ゃ
ん
、
頭
が
デ
コ
で
、
デ

コ
・
デ
コ
♪
と
、
唄
に
ま
で
う
た
わ
れ

た
日
の
出
の
デ
コ
ち
ゃ
ん
。時
々
、夕
方

に
な
る
と
薄
化
粧
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
に
く
る
男
。ア
コ
ー
デ
オ
ン
を

弾
き
な
が
ら
軍
歌
を
唄
っ
て
い
る
傷
痍

軍
人
の
そ
ば
で
、
い
つ
も
泣
い
て
い
る

オ
バ
ア
。

大
宮
公
園
は
、満
州
引
き
上
げ
者
住

宅
解
体
跡
地
に
あ
っ
て
、こ
こ
に
は
、戦

後
が
色
濃
く
存
在
し
て
い
た
。こ
の
公

園
に
集
ま
る
大
道
芸
人
、彼
ら
は
イ
ン

チ
キ
に
は
違
い
な
か
っ
た
が
、人
の
心

を
傷
つ
け
る
迄
の
騙
し
方
は
し
な
か
っ

た
。
彼
ら
も
、
戦
後
の
貧
し
い
時
代
を

精
一
杯
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。娯
楽

の
少
な
か
っ
た
当
時
、大
人
も
子
供
も

彼
ら
の
口
上
に
聞
き
入
り
、共
に
楽
し

み
、半
信
半
疑
な
が
ら
も
芸
人
の
売
る

商
品
を
買
っ
て
あ
げ
た
の
は
、当
時
の

人
々
が
無
知
だ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、

苦
し
い
時
代
を
生
き
て
き
た
人
達
だ

か
ら
分
る
”
労
り
の
証
“
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

人
は
、時
を
た
ど
れ
ば
そ
の
感
性
の

な
か
で
、か
け
が
え
の
な
い
過
去
と
、当

時
の
自
分
に
逢
う
こ
と
が
で
き
る
。

人
生
と
は
、
何
年
生
き
た
と
い
う
年

月
で
は
な
く
て
、
喜
び
悲
し
み
な
が
ら

生
き
た
生
活
の
な
か
で
、
心
に
刻
ま
れ

た
思
い
出
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
。

ヒダ株式会社
環境リサイクル部
古賀　強志

手
記

〜
思
い
出
の
大
宮
公
園
〜

■森脇公美さん■森脇公美さん!?

ヒダ株式会社
モバイル通信部
大石　幸広

入
社
感
想

４
月
に
モ
バ
イ
ル
通
信
部
、
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
静
岡
安
東
店
に
入
社
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、大
石
幸
広
と
申
し
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
職
で
も
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
で
働
い
て

い
た
時
期
が
あ
り
そ
の
頃
に
、静
岡
市

の
浅
間
神
社
の
そ
ば
に
あ
る
お
店
は
国

道
一
号
を
走
っ
て
い
る
と
見
か
け
る
Ｈ

Ｉ
Ｄ
Ａ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
の
ヒ
ダ
㈱
さ
ん

が
運
営
し
て
い
る
ん
だ
よ
、と
い
う
よ

う
に
話
題
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、自
分
が
そ
の
店
で
働
く
こ
と
に
な

る
と
は
当
時
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
縁
あ
っ
て
静
岡
安
東
店
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
っ
た

か
ら
に
は
、前
の
お
店
に
負
け
な
い
よ

う
に
、そ
し
て
他
の
ど
の
お
店
に
も
負

け
な
い
よ
う
な
良
い
お
店
に
す
る
為
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

前
職
で
経
験
が
あ
る
と
は
言
っ
て

も
、ブ
ラ
ン
ク
も
長
く
業
務
内
容
も
大

幅
に
変
わ
っ
て
い
る
事
も
多
く
、
一
か

ら
勉
強
し
な
お
し
の
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。最
近
は
携
帯
電
話
の
本
体
の
金

額
も
昔
に
比
べ
て
か
な
り
高
く
な
っ
て

し
ま
い
気
軽
に
機
種
変
更
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
感
じ
で
す
が
、ド

コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
で
出
来
る
こ
と
は
機
種

変
更
だ
け
で
な
く
、料
金
プ
ラ
ン
が
自

分
の
利
用
状
況
に
あ
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
診
断
し
て
み
た
り
、新
し
い
オ
プ

シ
ョ
ン
を
付
け
て
み
た
り
外
し
て
み
た

り
。そ
し
て
携
帯
電
話
の
調
子
が
悪
い

時
や
故
障
し
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
の
受

付
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
る
場

所
で
す
。も
ち
ろ
ん
用
事
が
無
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
、新
し
い
機
種
が
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
を
見
に
来
る
だ
け

で
も
気
軽
に
ご
来
店
頂
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。も
ち
ろ
ん
、色
々
な
オ
プ
シ
ョ

ン
を
お
申
し
込
み
頂
い
た
上
で
機
種

変
更
な
ど
し
て
頂
け
れ
ば
さ
ら
に
嬉

し
い
の
で
す
け
ど
ね
。

入
社
し
て
４
ヶ
月
、
他
の
部
署
の

方
々
や
モ
バ
イ
ル
通
信
部
で
も
他
の
店

舗
の
方
々
と
は
あ
ま
り
交
流
が
無
い
状

態
で
す
が
、こ
れ
か
ら
先
関
わ
っ
て
い
く

事
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
際

に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
下
さ
い
。こ
れ

か
ら
ヒ
ダ
株
式
会
社
の
一
員
と
し
て
、

会
社
に
利
益
を
も
た
ら
し
、社
会
、地
域

に
貢
献
を
し
、自
分
自
身
は
成
長
を
し

て
い
く
事
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。面
白
み
の
無
い
文
章
に

な
っ
て
し
ま
い
、申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、頑
張
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

前
職
が
介
護
関
係
だ
っ
た
事
も
あ
り
、

年
配
の
お
客
様
に
人
気
が
高
く
、
接
客

を
し
た
方
か
ら
御
礼
を
兼
ね
て
差
し
入

れ
を
頂
く
事
も
あ
り
ま
し
た
。
森
脇
さ

ん
の
入
社
に
よ
り
、モ
バ
イ
ル
通
信
部
に
新

鮮
な
風
が
入
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
静
岡
井
宮
の
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
と
し
て
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
モ
バ
イ
ル
通
信
部
課
長
　
石
川
一
輝
）


